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2025 年  1 月  31 日 提出 

 

２０２４年度 

研究、教育、社会・学会活動報告書 

 

１． 研  究（本年度のみ） 

ふりがな   おかむらやすと 

職 位 専任講師 学 位 博士（心理学） 教員氏名   岡村靖人 

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ表記   Okamura Yasuto 

専門分野 心理学 

研究課題 
テーマ 社会的認知，学校適応 

概要  

本年度 

研究業績 

研究費 

総額：150000 円 

内訳：個人研究費 150000 円 ／ 科学研究費       円 

   そ の 他                      円 

研究テーマ 社会的認知，学校適応 

経過と到達点 

本年度は英文査読論文を 1 本執筆した。学校適応に関する研究も学会

発表を行ったので，そこで得られた知見を盛り込み論文化する計画で

ある。 

 

（１） 学術論文 

 論文等の名称 
発行年月 

（西暦） 

単･共著

の別 
発表雑誌等 概要 

①英文査読

論文 

The effects of 

money priming on 

risk-taking behavior 

2024.7. 単 European Journal of 

Management and 

Marketing Studies 

お金に接することがリスク認

知に及ぼす影響を検討した。 

②和文査読

論文 

     

③英文論文      

④和文論文      

⑤紀要論文      

⑥紀要研究

ノート、専門

誌記事等 
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⑦学会での

口頭発表、討

論者（ディス

カッサント） 

短期大学生の学校

適応と職場不安，

ソーシャルスキル

との関連 

 

身体温度感覚と言

語表現 

 

 

 

2024.9. 

 

 

 

 

2024.8. 

単 

 

 

 

 

単 

日本人間関係学会

第 32 回大会，高知

大学 

 

 

2024 年度第 1 回経

営情報学会研究報

告会，京都経済短期

大学 

短期大学生の学校適応と職場

不安，ソーシャルスキルの関連

を調査し，その結果を報告し

た。 

 

身体温度感覚に関する概念メ

タファを心理学，および言語学

の両面から考察した。 

 

（２） 著書 

 著書名 
発行年月 

（西暦） 
発行所等の名称 概要 

⑧共著書・ 

共訳書 

    

⑨単著書・ 

単訳書 

    

 

（３） 外部研究資金獲得（競争的資金獲得） 

 
研究テーマ 

（代表研究者名） 

期間年月 

（西暦） 

研究項目の名称 

（文科省科研費等） 
概要 

⑩共同研究

（研究代表） 

    

⑪単独研究     

⑫共同研究 

（分担研究） 

    

⑬科学研究

助成事業（日

本学術振興

会）申請 

    

 

 

２．教  育（本年度のみ） 

 

担当科目 

 
前   期 後   期 

科目名 科目名 

講義 社会心理学，心理学， 統計学，データ分析，消費者心理学 

演習 
基礎ゼミナール，ゼミナールⅡ， 

ゼミナール特別活動 

ゼミナールⅠ，Ⅲ， 

ゼミナール特別活動 

実習   
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教育内容・方法 

の工夫 

◆ 講義科目 

問題演習の時間を確保することで，授業内容の理解度を確認している。また，どこまで

理解してほしいかといった到達目標を示している。 

◆ 演習科目 

学生主体で，輪読発表を行っている。また，個別の質問対応や，編入試験対策として面

接練習や志願理由書の添削も行っている。 

実習科目 

◆ その他（教科書・教材等の作成を含む。） 

 

 

（１）課外活動 

①研修旅行 海外  

②研修旅行 国内  

 

３．社会・学会活動（本年度のみ） 

 

（１）公的委員会 

分  類 活動・講演の概要 

①委員長・座長    国・国際機関   

②委員長・座長    上記以外   

③委員・アドバイザー 国・国際機関  

④委員・アドバイザー 上記以外  

 

（２）学術団体の理事（日本学術会議協力学術研究団体） 

分  類 活動・講演の概要 

⑤理事長・会長  

⑥理事  

 

（３）講演会 

分  類 活動・講演の概要 

⑦講演者・登壇者・学

会座長 

 

 

４．特記事項（本年度のみ） 

2024.07.  京都府立京都すばる高校キャンパス見学会 講義担当 「心理学的に自己を考える」 

2024.06./07.  京都経済短期大学 OC 講義担当  「消費者の心理について考えてみよう」 

 


